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「最新測量学」をテキストとする学生

第１設題� �「確率誤差」と「平均二乗誤差」について、誤差曲線の略図を描き、簡潔に
説明しなさい。

第２設題� ����Ａ、Ｂ間の距離を測定するのに、次の２つのデータが得られた。
� ４５．６９±０．７５（単位：ｍ）　　４６．０２±０．３２（単位：ｍ）
� このＡ、Ｂ間の距離の最確値は幾らか。
� �答えはｍ単位で示し、少数点以下第３位を四捨五入し、途中の計算式もすべ

て書きなさい。　　
第３設題� �三角形ＡＢＣにおいて、角Ａ＝49° 21′ 30″、角Ｂ＝67° 26′ 40″、角Ｃ

＝63° 11′ 50″、ｂ＝78.237ｍのとき、正弦定理より、距離ａ、距離ｃの値
を求めなさい。

� �答えはｍ単位で示し、小数点以下第４位を四捨五入し、途中の計算式もすべ
て書きなさい。

第４設題� �２点ＡＢ間の距離を往復して６回測定し、次の値を得た。
� 　　８３．５６　ｍ　　　��８３．５４　ｍ　　　��８３．６１　ｍ
� 　　８３．６３　ｍ　　　��８３．５１　ｍ　　��　８３．５０　ｍ
� �この測量の「最確値」、「確率誤差」、「精度」はそれぞれ幾らになるか。
� �ただし、この測量に使った布巻尺は２０ｍで、標準尺より０．０２ｍ縮んで

いた。
� 答えは小数点以下第４位を四捨五入し、途中の計算式もすべて書きなさい。
第５設題� �標準尺にくらべて０．０１９ｍ長い５０ｍの鋼巻尺を用いて、２７０ｍ×

４８ｍの長方形の敷地をとりたい場合、正確には各辺の長さをこの鋼巻尺で
何ｍにとればよいか。

� �答えはｍ単位で示し、小数点以下第４位を四捨五入し、途中の計算式もすべ
て書きなさい。

第６設題� �Ａ点に平板を据えて、Ｂ点に鉛直に立てたポール上の目標板ａ、ｂを視準し
た。

� �ａ点は仰角で視準板の目盛の読みは「３．６」、ｂ点は俯角で視準板の目盛の
読みは「２．５」と読んだ。

� �Ａ点から測った視準孔までの高さは１．１８ｍ、ａ、ｂの間隔は１．８５ｍ、
Ｂｂの高さは０．６０ｍあった。

� Ａ，Ｂ間の距離および高低差は幾らか。
� �答えはｍ単位で示し、小数点以下第４位を四捨五入し、途中の計算式もすべ

て書きなさい。
第７設題� �水準測量における往復観測の較差の許容範囲を、観測距離２ｋｍで１４ｍｍ

とすると、観測距離２．５ｋｍでの許容範囲は幾らか。答えはｍｍ単位まで
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示し、途中の計算式もすべて書きなさい。
第８設題� 縦３．８５ｍ、横９６．２７ｍの長方形の土地がある。
� �１）��巻尺でこの長さを測定して、縦に「−０．００５ｍ」の誤差を生じたとす

るとき、これによって生じる面積の誤差は幾らになるか。
� �２）��横の長さの測定に「−０．０１５ｍ」の誤差を生じたとき、これによって

生じる面積の誤差は幾らになるか。
� 途中の計算式もすべて書きなさい。
第９設題� 「ＧＰＳ」とは何か。簡潔に説明し、工事測量においてはどのように応用さ�
� れているか述べなさい。
第10設題� 「トータルステーション」とは何か。簡潔に説明し、トータルステーション�
� を用いる基準点測量の長所を簡単に説明しなさい。

注意： 各計算問題において、電卓を使用した連続計算を原則とし、最終解答において指定
桁数で四捨五入することを原則とします。途中計算式の数値も、適宜、四捨五入し
て表示しなさい。

「地球環境建築のすすめ」をテキストとする学生

第１設題� �京都議定書（COP3）の要点と、その後の気候変動枠組条約に関する動向を
まとめなさい。

第２設題� �ライフサイクルアセスメント（LCA）について述べなさい。
第３設題� �地球環境・建築憲章の要点とこの理念に合致した建築事例について述べなさい。
第４設題� �気候風土をふまえた伝統的な住まいづくりの知恵について述べなさい。
第５設題� �暖房デグリーデーとは何かを説明し、これを用いて省エネルギー基準におけ

る地域区分について述べなさい。
第６設題� ヒートアイランド現象の形成要因と解決方法について述べなさい。
第７設題� パッシブデザインとこの手法をもちいた建築事例について述べなさい。
第８設題� 日本の森林の荒廃と木材資源の活用促進について述べなさい。
第９設題� �わが国における省エネ基準の変遷と今後の課題について述べなさい。
第10設題� �PALとCECを説明しなさい。
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